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『ア ントニーとクレオパ トラ』は、男性が中心 となることの多いシェ

イクスピア悲劇 には珍 しく、クレオパ トラとい う女性が大役を担 う

芝居で ある。クレオパ トラはアン トニー とともに主役をつ とめ、ア

ン トニー亡き後の第5幕 は1人 で芝居 を牽引 し、彼女の死で この悲

劇は終わる。喜劇 も含めてシェイクスピア劇 には肉感的な女性がそ

れほ ど登場 しない ことを考えると1、 官能性 と機知を兼ね備えたク

レオパ トラが主役 をつ とめる『アントニー とクレオパ トラ』は特異な

作品である。

クレオパ トラの性格造形 は批評家や読者、観客か らしばしば独創

的かつ魅力的だ として称賛 されて きたが2、 シェイクス ピアはこう

した クレオパ トラ像を一か ら自分の手で作 り出 したわけではない。

クレオパ トラはヨーロッパの文芸において伝統的に人気のある題材

であった。シェイクスピア描 くところのクレオパ トラは、古代 か ら

イギ リス ・ルネサンスの先行作品に登場す るクレオパ トラたち とい

かなる共通点を有 し、またいかなる点で異 なっているのであろうか。

本論考 においてはイギリス ・ルネサンスの時代 に影響力のあった作

品群に登場す るクレオパ トラ像 とシェイ クスピアが描いたクレオパ

トラを比較することを通 して、『アン トニー とクレオパ トラ』が 「ク

レオパ トラ文学」とも言 えるような ヨー ロッパの長い伝統 の中に ど

の ように位置づ けることができるのかを検討 したい。
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1.イ ギ リス ・ルネサ ンス以前の ク レオパ トラ像

1-1.古 代 のクレオパ トラ

シェイ クス ピアが『アン トニー とクレオパ トラ』の種本 としたのは

主 に古代 の文献であったが3、M・L・ ウィ リアムソンが指摘 して

い るように、古代 の文献の多 くはクレオパ トラの物語を政治史の枠

組みでとらえ、恋愛の要素を描かなかった(19)。 ローマの詩人にとっ

て、オクテーヴィアス ・シーザーがクレオパ トラを打ち負か した紀

元前31年 の出来事はまだ 「伝説」にはなっていない生々 しい過去で

あ り、 クレオパ トラは恋愛詩のヒロイ ンで はな くあ くまで もローマ
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の政 敵だった。

ルネサンスの基礎教養だったラテン語の詩 において クレオパ トラ

の役柄 は小 さい。ウェルギ リウスの『アエネーイス』4や、オウィディ

ウスの 『変身物語』5では、 クレオパ トラはエジ プ ト女王 として数行

言及 され るのみで、固有名す ら登場 しない。1627年 に トマス ・メ

イの英訳が発表 されたルーカーヌスの『ファルサ リア』6では、 クレ

オパ トラは 「エジプ トの面汚 し、ローマの邪悪 な怒 り、 イタリアの

恥辱 となるまで に不貞」(10.70-1)、 「弟のベッ ドを楽 しむだ けで も、

またエジプ トの王冠 を楽 しむ ことでも満足 しない」(10.161-2)と 描

写され、近親相姦に耽 る野心的な女性 として批判 され る。

こうした中で例外的なのはホラーテ ィウス 『歌章』第1巻 第37歌 、

通称"C1eopatra Ode"で あ る7。 この作品はクレオパ トラ とい う固有

名 を出さず、政治を主題 とす る点においては他 の詩人 の詩 と共通 し

てい るが8、 オ クテーヴィアス とクレオパ トラの戦 いを多様な角度

か ら描 き出している点に特徴がある。 ホラーティウスはクレオパ ト

ラをローマに刃 向か う「破滅 をもたらす怪物」(21)と 呼 ぶ一方、 そ

のセクシュア リティについては"monstrum"と い う言葉で暖昧 に暗

示す るのみで明示 的な批判は避け、オ クテー ヴィアスのローマ凱旋

に捕虜 として引かれてい くのを拒んで潔 く自殺 す る様子 を「卑 しか

らぬ女」(32)と 称 える。 このような複数の視点の混在 は、クレオパ

トラに対す る登場人物の称賛 と非難が交錯す る『アン トニー とクレ

オパ トラ』を思い起 こさせ る。

詩がアン トニー とクレオパ トラの関係をほ とん ど取 り上 げていな

かったため、史実 に関 してシェイクス ピアは歴史書 を頼 るほかなかっ

た。基本的な種本は トマス ・ノースが フランス語か ら英訳 したプル

タルコスの『英雄 伝』であ り、この他 に1578年 に 出た アッピアノス

の『内乱記』の英訳 と、1602年 に トマス ・ロッジ による英訳が出た

フラウィウス・ヨセフスの『ユダヤ古代誌』も参照 した と考えられる9。

これ ら歴史書の多 くはクレオパ トラの性的堕落や残虐性 を厳 しく

批判 している。『内乱記』では、若者のように恋 に狂 ったアン トニー

が「神への尊敬 も払わず、クレオパ トラがしてほしがることを全てやっ

た」10と、 クレオパ トラがアン トニーに与えた悪影響が言及 されて

いる。ユダヤ人の歴史を主題 としていた ヨセ フスはローマよりもむ

しろユダヤの強力な仮想敵 としてクレオパ トラを描 き、「当時最 も

著名で高貴な女」11であるが、「生来強欲 な傾 向があ るがゆえに、い

かなる種類 の堕落 した行 いも悪行 も慎 むことはなかった」(388)と 、

弟妹殺 しやユダヤの領土に対す る野心に言及 する。ユダヤの王ヘロ

デを誘惑するなどの醜聞にも触れ、アン トニー との関係についても「も

し何かのきっか けや必然 によってクレオパ トラの友誼が試 されざる

を得ないような状況 になれば、疑いな く彼女 は[ア ン トニーを]見 捨
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てるだろう」(389)と 、純粋 に利益のためのものだった と記 している。

シェイ クス ピアはヘロデ誘惑の挿話 などは取 り入れていないが、 こ

れはおそら く後述 するような中世の恋物語の影響 により、シェイク

ス ピアが アントニーとクレオパ トラの愛 を強調 しようとしていたた

めだ と考え られ る。

シェイクスピアが主 な種本 としたノース訳の プルタルコスにおい

ては、クレオパ トラに対する批判 は多少和 らげられている。 クレオ

パ トラは「高貴な血筋 と権力において、その時代ではアルサケスを

除いて他の全ての王に抜 きんでる女王」12であ り、彼女 との結婚によっ

てアン トニーは 「さ らにずっ と偉大 な存在になった」(120)が 、一方

で2人 の関係はオンファレとヘラクレスに喩えられ(319)、 ア ントニー

が クレオパ トラに操 られていることが暗示 され る。 このようにプル

タルコスはアン トニー とクレオパ トラの関係を批判一辺倒ではな く

両義的なもの として描いてお り、他の文献に比べてエピソー ドも豊

富であるため、シェイクスピア に とって は利用 しやすかったと思わ

れる。

一方で「アン トニウス伝」と題 されていることか らもわかるように、

プルタルコスの著作の主題 は他の歴史書 と同様、アン トニ ウスの政

治生活であって恋ではない。シェイクスピアは恋愛悲劇 を執筆する

にあたって、 クレオパ トラの役柄に大 きな変更 を加 えた。 プルタル

コスの クレオパ トラはひたす らアン トニーに阿 るばか りだが(38)、

シ ェイクス ピアのクレオパ トラはわざとアントニーに冷た くす るな

ど演技 を駆使 して相手の気 を惹 く13。 「美においても年の若さにお

いて もオクテーヴィアに勝 ることはない」(79)プ ル タルコスのクレ

オパ トラに対 して、シェイクス ピアのクレオパ トラはオクテーヴィ

アよ りも美 しいと2度 に亘 ってほのめか される(II.vi.122-31;III.

iii.11-41)。 このため相対的にオ クテーヴィアの役柄は小 さくな り、

オ クテーヴィア スを嘆願で動かすほど雄弁で、2人 の娘の母で もあ

るプルタルコスのオクテー ヴィアは(282)、 『ア ン トニー とクレオ

パ トラ』では子供がな く(III.xiii.106-9)、 「冷た く、口数が少ない」(II.

vi.122-3)女 性 になっている。 こうした変更 は、 フィッツが指摘す

るようにシェイクスピアがプルタル コスよりもはるか にクレオパ ト

ラの人物像に興味を抱 き(195)、 その役柄を大 きくしようとしてい

たことを示 すものだ と言える。

古代の文学において、批判の度合いは異 なるにせ よ、クレオパ ト

ラは多かれ少なかれ否定的に描かれていた。ホラーティウスのよう

に恋愛を離れた政治的文脈でクレオパ トラを評価 する詩人や、 プル

タルコスの ようにアン トニー とクレオパ トラの関係に複雑な色合 い

を与えた歴史家 もいるが、全体 としてはアン トニー とクレオパ トラ

の結びつ きはローマに刃向か う姦通 として政治的観点か ら非難 され

12Plutarch's Lives,vol.6,120.

プルタル コスの引用 は 全 て1899

年 に出 版 され た トマス ・ノースに

よる英訳 のリプリントによる。

13Antony and Cleopatra(以 下

AC),1.iii.3-5.シ ェイクスピアの

引用 は全 て リヴァー サイド版 第2

版 による。
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14De Mulieribus Claris 88

360.『 名 婦 列 伝Jの 引用 は全 て

Virginia Brown編 のFamous

Womenに よる。

ている。

こうした古代の種本 に比べて、シェイ クス ピアははるかにクレオ

パ トラの役柄を大 きくし、美化 している。 このようなクレオパ トラ

の性格造形 における変更のうち、シェイクス ピアが独 自に施 した も

のはどの程度であり、 また古代以降に起 こったクレオパ トラ像の変

化 に起因するものは どの程度 を占めるのであろうか。 この点を見極

めるには、中世以降のクレオパ トラ像の変遷 をも見てい く必要があ

ると考 えられる。

1-2.中 世 ・ルネサ ンスのクレオパ トラ

中世後期からルネサンスの文芸 において、 アン トニー とクレオパ

トラは一転 して恋物語の登場人物 となる。古代の文学の中心的なテー

マであった政治性は薄め られ、批判の対象 となるにせ よ、称賛 され

るにせよ、恋人 としてのクレオパ トラに焦点があてられ るようになる。

イタ リア ・ルネサンスのクレオパ トラ文学 の特徴 は、過度な愛 に

よって滅びた女 として戒めの意図をもってクレオパ トラを描いて い

る点である。 ダンテの『神曲』では、クレオパ トラは愛欲者が落 とさ

れ る地獄の第二圏で罰せ られ る(地 獄編V.63)。 ペ トラルカの『幸 と

不幸の治療』(De Remediis Utriusque Fortunae)第2巻19番 「無情な妻

について」("De Importuna Uxore")で は、 トロイのヘ レネやパイ ド

ラー と並んで姦通の妻の代表 としてクレオパ トラが挙げられる。ボ ッ

カチオもこうした描 き方を踏襲 しつつ、 クレオパ トラの野心 と性的

堕落を強調 した古代の文学に近い表現も取 り入れている。 ボッカチ

オの 『名婦列伝』(De Mulieribus Claris)第88章 の主人公はクレオパ

トラで あるが、彼女 は「このような祖先 と美 しい顔以外に、彼女を

輝かせ る栄光の しるしはほ とん ど全 くな く、反対 に強欲 と残忍 と贅

沢で世界中に名を馳せた」14暴君であ り、性的にも「あたか も東方の

王たちの娼婦の よう」(364)に 堕 落 していた。ボッカチオは クレオ

パ トラの死 に関 して二つの説 を紹介 してお り、一つ めはクレオパ ト

ラが毒蛇を用いて 自殺するという人 口に膾炙 した説であるが、二つ

めはアン トニーとの感情のもつれの末 に毒殺 されるという説である。

ボッカチオ は二つめの説を紹介することによ り、 クレオパ トラの死

を決然たる自殺ではな く、男女の痴情の もつれによるスキャンダラ

スな殺人 に還元 し、クレオパ トラを否定的に描 き出そ うとしている

と言 える。M・ ヘイマーは、 この作品の目的は 「異教の昔か ら個々

の女たちの人生を集めた著作をものすことにより『(他者 という)女 性』

を刻みつけること」(30)だ と指摘 しているが、残虐な行為に手を染め、

愛欲の末に自らも殺人の被害者 となる異教徒 クレオパ トラは、他の

章で取 り上げられる忍耐強いキリス ト教徒の女たち とは対照的である。

一方
、イギリスの詩人の態度はイタリアの文士たちとは少々異なる。

」
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チ ョーサーの『善女物語』(The Legend of Good Women)第1歌 は「エジ

プ ト女王た る殉教者 クレオパ トラの物語」であ り、クレオパ トラを

愛に殉じた美女 として描 き出す15。 クレオパ トラはアン トニーの「妻」
"wif"(615)で16

、姦 通ではな く2人 は正式に結婚 してお り、 その間

柄は利益のためクレオパ トラがアン トニーを誘惑したのではな く、「激

情」(599)に よって燃 え上が る相互的な愛である。「全裸で」(696)毒

蛇 のもとに向か うクレオパ トラは性的な存在ではあ るが、そのセ ク

シュアリティは娼婦のものではな く夫 に殉ず る妻の ものであ り、彼

女は 「自らの愛 にこれ ほど忠実であった女はいなかった とよ くわか

るだろ う」(694-5)と 語 って死ぬ。

この詩 は愛の賛歌の ように見 えるものの、チ ョーサーは最後の部

分で 「これほど忠実 にして堅固で、愛のために惜 しげもな く死を選

ぶ者 を見つける前 に、神 よ、我々の頭が痛 まないようにして くだ

さいます よう!」(703-5)と 、 称賛 とともに驚 き呆れる感情をもほの

めかす17。 このような複数の視点の共存はクレオパ トラを徹底 して

否定的に描いたイタリア ・ルネサンスの著作 とは異な り、道徳的判

断がはっき り示されない構造 はシェイクス ピアの 『アン トニー とク

レオパ トラ』に近 いと言える。

中世以降のイギ リスの文筆家たちは、おおむねチ ョーサーの描

き方を踏襲 した18。 ジ ョン ・ガワーはチ ョーサー と同様19、 クレオ

パ トラを愛のため蛇穴 に入 って 自殺 する 「いた ましき女王」(VIII.

2572)と して描いた。ジ ョン ・リドゲイ トは、それぞれ別 の詩でア

ン トニーのクレオパ トラに対する愛 と(Temple of Glas 778-9)、 ク レ

オパ トラのアントニーに対する愛を描写 しており(Minor Poems,Part I,

"A Valentine to Her that Exc
elleth All"60)、2人 を愛 し合 う悲劇的

なカップル として とらえていた。詩ではないが、『内乱記』の英訳版

に補遺 として収め られている、ポンペイの死以降の欠落部分を扱っ

た 「アレクサ ン ドリアの アッピアノス に続 けて」"Continuation of

Appian of Alexandria"に お いて もクレオパ トラはアン トニーの「妻」

(395)と して死ぬ覚悟について独白してか ら死んでゆ く。

古代 においては政治史のひ とこまであったアン トニー とクレオパ

トラの物語 は、イタ リア ・ルネサ ンスにおいて は過度の愛を戒める

教訓物語 とな り、中世以降のイギ リスにおいては非難の色合いが薄

れて愛の悲劇 と見なされるようになった。 この変化の過程 は、クレ

オパ トラの物語か ら政治性が薄れてい く過程で もある。ボッカチオ

においては無能な暴君 としてクレオパ トラを政治的に批判す る要素

があったが、 チョーサーのようにクレオパ トラを愛の殉教者 として

称 える物語からは政治性は払拭 されている。 ヒューズ=ハ レットが

指摘 してい るように、 この時期のクレオパ トラは 「良き女になるも

のの、自らの命で評判 を回復 するためのつけを払わねばな らない」

15チ ョー サー の引用 は全て リ

ヴァー サイド版 第3版 による。 な

お、 チ ョー サ ー が 『ア ン トニ ー

とクレオパ トラ」に与え た影 響 に

関 して はSchanzerの"'Antony

and Cleopatra'and 'The Legend

of Good Women'"を 、 シ ェイ ク

ス ピア と『善 女 物語 」に関 して は

Thompson第3章 を参照。

16中 英 語 の"wif"は 「妻 」以

外 に 「女 」とい う意 味 が あるが 、

チョー サー の恋 愛 詩に現 代英 語

の訳 注 を付 したアンソロジー-Love

Visions及 び日本 語訳 『善女物 語」

は「妻 」という解釈 をとっている。

17こ うしたチョーサー の表現 を

根 拠 にこの作 品 は純然 た る諷刺

詩 であるとす るGoddardの ような

批 評家 もいる。 こうした見 解へ の

反 論 として は、Robinson482及

びHughes-Hallett148を 参照 。

18ガ ワー及 びリドゲイトの 『アン

トニ ーとクレオパ トラ」への影響 に

関 してはHamiltonを 参照 。

19Confession Amantis,547の

Macaulayの 注 釈 及 びTatolock

99を 参 照 。 ガ ワー の引 用 は 全

てThe Complete Works of John

Gower, vol.3に よる。なお、解釈

にあたって は日本 語 訳 『恋 す る男

の告解 」も参照 した。
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20メ ア リ・シ ドニ ー によるガ

ル ニエの 英 訳 はThe Tragedie of

Antonte,Antonius,The Ceuntess

of Pembroke's Antonieな ど様 々な

名 称で 呼ば れているが、 本論 文

にお いて はHannay,Kinnamon

and Brennan編 のSelected Works

of Mary Sidney Herbert, Countess

of Pembrokeに 倣 って 「アン トニウ

ス」と表 記す る。た だし劇 中 にお

ける呼称 としてはおおむね 「アント

ニ ー」が用 い られて いるため、 主

人 公の 名 としては 「アントニー」を

用い る。 以 下シドニ ーの引用 は全

てこの版 による。

21ダ ニエル がメア リ・シ ドニ ー

か ら受 けた影響 に関 してはRees,

Samuel Daniel第3章 を、 ダ

ニ エ ル の種 本 につ い てはRees,

"Samuel Daniel's 'Cleopatra'and

Two French Plays"を 参照 。

22執 筆 年 代 及 び 当時 の 知 名

度 に つ いて はElizabeth Cary,

The Tragedy of Mariam,The Fair

Queen of Jewry with The Lady

Falkland: Her Lifeに収 録 されて

いる、 編者 のWellerとFerguson

によるIntroduction5-6を 参 照 。

「メアリアム」の引用 は全 てこの版

による。

23「 ア ン トニ ウス 」の シ ェイ

ク ス ピア に 対 す る影 響 に 関 し

て はSchanzer,'"Antony and

Cleopatra"and The Countess

Pembroke's "Antonius"'及 び

Brower346を 、 ダニ エルが シェ

イクス ピアに与 えた影 響 について

はNormanやSeronsy及 びCraig

272を 、 ブランドンとシェイクス ピ

アの類 似 について はChambers,

vol.1,478を 参 照。 「メア リアム」

と「アントニ ーとクレオパ トラ」のど

ち らが先 に執 筆され たかははっき

りしないが、Brashearは 「メアリア

ム」が先 に執 筆され 、シェイクスピ

アが「オセロー」及 び「アントニー と

クレオパ トラ」を書 く前 にこの作 品

を読 んで いた と推定 している。

(168)。 詩人 たちはクレオパ トラを古代 に作 られた悪女像 か ら救い

出 して文芸の主題 として美化す るため、政治家 としての側面を無視

し、アン トニーに殉死する貞淑な「妻」として描 き出す という戦略 を

とっていた。

2.イ ギ リス ・ルネサンスのク レオパ トラた ち

演劇が興隆 したイギリス ・ルネサ ンスにおいて、クレオパ トラは

しば しば悲劇 に取 り上 げられた。『アン トニー とクレオパ トラ』は

1606-7年 頃 に書かれた とい う説が有力だが(Neill 22)、 それ以前 に

多 くのクレオパ トラ劇が執筆 されている。 こうした作品の嗜矢 と言

えるのが、 ロベール ・ガルニエが1578年 に発表 したフランス語の

戯 曲『マル ク ・アン トワーヌ』をメア リ ・シ ドニーが英訳 し、1592

年 に出版 した 『アン トニ ウス』である20。 この作品の影響 を受 け、サ

ミュエル ・ダニエルは英語 による最初 のクレオパ トラ劇 『クレオパ

トラ』を1594年 に執筆 した21。 この後、サ ミュエル ・ブラン ドンが

1598年 にオクテーヴィアをヒロインとする『淑徳 の誉れ高 きオクテー

ヴィア』(以下 『オクテーヴィア』)を上梓 し、1603年 か ら1609年 の

間頃 にはエ リザベス ・ケアリが 『麗 しきユダヤの女王メ アリアムの

悲劇』(以下 『メア リアム』)を書いている。 この作品は一度 も上演 さ

れず、『アン トニー とクレオパ トラ』より後の1613年 に 出版 された

が、原稿の状態で様々な読者に読 まれていた と考 えられる22。 シェ

イクスピアはこうした作品群から影響を受 けていた と考 えられ る一

方23、1607年 にダニエルが『クレオパ トラ』を改訂 した際 には逆 に『ア

ン トニー とクレオパ トラ』を参照 した と推測 されてい る(Rees,"An

Elizabethan Eyewitness of Antony and Cleopatra?")。 先行作品群 と『ア

ントニーとクレオパ トラ』の間にはいかな る共通点があ り、またシェ

イクスピアのクレオパ トラはいかなる点において独 自性 があ ると言

えるのか。本節ではとくにクレオパ トラの気 まぐれな性格、アン ト

ニー とクレオパ トラの家庭生活、 クレオパ トラの政治性 とい う三つ

の要素 に着 目し、 それぞれの作品の比較 を通 してシェイクス ピアの

クレオパ トラ像 をいかに位置づけるべきか考察す る。

2-1.気 ま ぐれな美女

イギリス ・ルネサ ンスのクレオパ トラ劇 に共通 してい るのは、ク

レオパ トラを極めて美 しい女性 として描いていることである。オク

テーヴィアの美をクレオパ トラよ り上 に置 くプルタル コスの記述の

なご りはイギ リス ・ルネサ ンスにおいてはほぼ影を潜 める。『アン

トニー とクレオパ トラ』でイ ノバーバ スが クレオパ トラの美 を称 え
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る修辞をこらした一場ほどではないが(II.ii.190-239)、 他 の作品で

もクレオパ トラの美 は詩人の腕 の見せ所である。ガルニエ作、シ ド

ニー訳の『アン トニ ウス』のクレオパ トラ(以 下 「ガルニエ=シ ドニー

のクレオパ トラ」と表記)は 「天の妖精」(II.728)と 呼 ばれ、美貌 と才

気 を称賛される(II.719;II.727-32)。 ダニエルのクレオパ トラは「栄

光 ある貴婦人に して強 き女王」24であ り、アン トニー死後 の意気消

沈 した姿ですらドラベ ッラを魅了するほど美しい。ブラン ドン作『オ

クテーヴィア』で も、 クレオパ トラは「その美が男の精神 をあま りに

も圧倒 して しまうような」25「天使の ごとき女王」(III.1229)で あ る。

『メアリアム』では
、クレオパ トラは死後 もなお東方の美 しい女王 と

してヒロインのメアリアム と妖を競 う存在である26。

クレオパ トラの美貌 はしばしば厄災の元 として描かれ る。ガルニ

エ=シ ドニーの クレオパ トラは 「あま りに麗 しい我がかんばせ のせ

いで私の境遇は惨 めになって しまった」(II.437)と 自 らの美を呪い、

ダニエルのクレオパ トラも美貌 が何の役に も立たない と嘆 く(IIII.

1081-9)。 女 が自らの美を不幸の源 として呪 う台詞はイギ リス ・ル

ネサ ンス演劇に しば しば登場す るに もかかわ らず27、 『アン トニー

とクレオパ トラ』にはこうした場面はない。

ヒロインが自らの美を呪 うモチーフをシェイ クスピアが採用 しな

かったのは、クレオパ トラをより自信 に満ちた女性像 として描 くた

めであった と推定で きる。先行作では しば しばクレオパ トラが自ら

の過 ちを後悔する様子が描かれ る。ガルニエ=シ ドニーの クレオパ

トラはアクティァムで「恥ずべき逃亡」(II.443)を した自らを非難 し、

無謀な戦闘を試みて失敗 したのは自分 の責任だ と語 り(459)、 誤 報

を流 してアン トニーを死 なせた ことを悔 いる(V.1810-41)。 ダニエ

ルの クレオパ トラも「へつ らいによって自分が自分でないな どと説

得 されて しまうほ どに、私は自らの弱さを覆い隠 していた ものなの

か?」(I.35-6)と 告 白する。一方で シェイクスピアのクレオパ トラは、

アクティアムの海戦についてはイノバーバスに問うて自らに責任が

ないことを確認 し(III.xiii.1-13)、 ア ン トニーの自殺についてもほ

とん ど反省の色を見せない。

シェイ クス ピアのクレオパ トラは他作品のヒロイン達 に比べて後

悔や逡巡の感情 をそれほ ど表 さず、よ り気 まぐれさが強調されてい

る。 この気 まぐれ さの表現にあたって特徴的なのは、シェイクスピ

アが先行す るクレオパ トラ劇か らクレオパ トラ以外の登場人物の行

動を抜 き出し、 自作 においてクレオパ トラのもの としているのでは

ないか と思われ る点である。

『アン トニー とクレオパ トラ』には、嫉妬か らオクテーヴィアの こ

とを事細かに尋ね るクレオパ トラに対 して、使者がその容姿をこと

さら不器量に報告する場面があるが(III.iii)、 ブ ラン ドンにおいて

24Cleopatra,V.i.1376 .ダ ニ

エ ル の 引 用 は 全 てThe　 Complete

Works in Verse and Preseに よる。

25The Virtuous Octavia

(Oxford:Malone Society
,

1909),III.1330.ブ ラ ン ドンの 引

用 は 全 て この版 に よる 。

26こ の 点 に関 して はWeller

and Ferguson,Introduction 41

の 注 解 も参 照 。 またGutierrez

は、 ケアリはクレオパ トラを描 くに

あたってダニエルの『クレオパ トラ』

に対 抗 しようとしていたと分析す る

(233)。

27シ ェイクス ピア のEdward

III,II.i.229-30や 、Thomas

Middleton,Women Beware

Women,II.ii.423な どに同様 のモ

チーフがある。
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28Schanzer,The Problem Plays

of Shakespeare183.問 題 劇 の定

義 に関 しては同6ペ ージも参 照。

、

もオクテーヴィアに味方するローマの女性ユ リア とカ ミラがクレオ

パ トラの容姿を気 にし、それに対 してゲ ミナスがエジプ ト女性の美

はローマ女性 には及 ばない と女たちに阿る場面が ある(Octavia,V.

1933-50)。 こ こでゲ ミナスを質問攻 めにす るの はオ クテーヴ ィア

自身ではないが、恋敵の容姿を気に して使者 を質問攻 めにする女 と

それに阿 る使者 とい うモチーフは同様であ る。シェイクスピアが ど

の程度ブラン ドンか ら影響 を受 けていたかははっき りしていないが、

この類似が意図的であ るとする と、シェイクス ピアはローマの貴婦

人 とクレオパ トラが同 じような状況 において同 じような振 る舞 いを

する様子 を描 くことによ り、エジプ トであって もローマであって も

変わらぬ女性の嫉妬心をやや皮肉な調子で暗示 している とも考 えら

れる。

『メアリアム』に登場す るメアリアムの夫ヘロデの振 る舞 いにも、

シェイクスピアのクレオパ トラを思わせ るところがある。 メアリア

ムの不貞を疑ったヘロデは妻の処刑 を命 じるがす ぐに後悔 し、その

死を知 らせる使者が自らの ところにやってくると、使者 を無視 して「な

ん と?我 がメアリアムは生 きているのか?喜 ばしい、大変喜 ばしい」

(V.i.13)と 言 い、「お願いだか ら死んだ とかいうような話はす るな」

(V.i.17)と 哀 願する。『アン トニー とクレオパ トラ』においては、ア

ン トニーの結婚を知 らせ るため送 られてきた使者 に対 してクレオパ

トラが 「アン トニーが死んだ!悪 党 め、 もしそんな ことを言 った ら

お前は女主人 を殺す ことになる」(II.v.26-7)と わ ざ と早合点 して使

者を殴るな どの大騒動を演 じる。 この二つの場面 は、主君が使者を

勝手に遮って騒 ぐという同じ構造になってお り、ヘ ロデ もクレオパ

トラも ともに気 まぐれさが原因で配偶者を死なせて しまう人物であ

る。 シェイクスピアはオリエン トの王に典型的 とされる気 まぐれさ

を描 くにあたって、『メア リアム』のヘロデの振 る舞いをより派手な

形 に脚色 し、クレオパ トラのものとしたのではないか とも考えられる。

クレオパ トラの気 まぐれ さは批判の対象にもなるものであるが、

そのあか らさまな発露 は自らの女性 としての魅力を高め るための意

図的なもので もあ り(I.iii.6-10)、 また強い権 力を持つ女王だか ら

こそ許 されるものでもある。シェイクス ピアは先行作品か らクレオ

パ トラの悔悟 の要素を薄め、一方で様 々 な表現 を借 りてきて気 ま

ぐれさを強調することにより、見方 によっては身勝手で もあるが、

開 き直った強さ と魅力を有 している ともとれ る独特の女性像 を作 り

上げた。 この ように複数の見方が可能な ヒロインの性格造形 は、『ア

ン トニー とクレオパ トラ』が観客が態度を決 めかね るよ うな複雑 な

モラルの問題 を提示する「問題劇」28と見なされ る一因 になっている

と考え られる。
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2-2.愛 と家庭

イギ リス ・ルネサ ンスのクレオパ トラ劇の主な主題 は恋であ り、

クレオパ トラは多 くの作品で情熱的な恋人 として描かれ る。『ア ン

トニー とクレオパ トラ』において、アン トニーがエジプ トを去 る時

には離れた くないと言って相手 を困 らせ(I.iii.13-101)、 側 にいな

い時は恋 しが り(I.v.)、 再 婚 には嫉妬 し(II.v.57-106;III.iii.)、 最

後の場面で はアン トニーの名を呼びつつ死んでい くクレオパ トラは

(V.ii.312)、 政 略のためにオクテーヴィアスに取 り入 るなどしてア

ン トニーを翻弄す るものの、結局はアン トニーに強 い愛を注 ぐ女性

である。

主役の2人 が正式に結婚 してお らず(II.ii,122)、 子供への言及 も

少ない『アン トニー とクレオパ トラ』に比べて、先行するクレオパ ト

ラ劇では家庭的な夫婦愛が強調され る傾 向がある。 とりわけ 『アン

トニ ウス』には一種の家庭悲劇 としての色彩があ り、 この作品のク

レオパ トラは妻 としての愛 と母 としての愛の間で引 き裂かれて い

る。ガルニエ=シ ドニーの クレオパ トラは「愛 しの夫」(V.1830)ア

ン トニーを想 う妻で、第2幕 では夫が死ぬなら後 を追 うと半狂乱 に

なってチャー ミオ ンになだめ られ、アン トニーの死後 も 「あなたの

妻、あなたの友」(V.1973)だ と宣言する。一方でクレオパ トラは子

を持つ母で もあ り、アン トニーの死にあたって妻の役割 と母 の役割

を天秤にか けることを迫 られ るが、クレオパ トラの心は最終的には

夫に傾いてい く。クレオパ トラは「ご子息方のために生 きるのです」

とチャー ミオ ンに請われて「いえ、子供のお父様のために死ぬの」(II.

562)と 答 え、再 びチ ャーミオンに 「冷たいお母様 ですね!」とな じら

れて 「優 しい妻なの」(II.563)と 返 す。第5幕 の自殺の場では、ユー

フロンから子供達 を守 るため自殺 を思い とどまるよう説得 されるが、

クレオパ トラは結局、アン トニーを破滅 させたことへの後悔を示 し

て死を選ぶ。 この結末 はクレオパ トラを忠実な妻 として描 き出す こ

とで哀れを誘 う一方、母 としての責任 を放棄 した女 として価値 を切

り下げてもい るという点においてアンビヴァレン トである。『アン

トニウス』において、熱烈 な愛は母 としての役割 と妻 としての役割

を不調和に陥 らせ る悲劇の原因であ り、 クレオパ トラは良き妻では

あったが、良き母にはなれなかった女性である。

ダニエルのクレオパ トラも「アン トニーのもとに我が魂 を自ら運

ぶ」(V.1187)た め に自殺 する忠実な妻だが、『クレオパ トラ』におい

て焦点があてられているのは妻 としてよ りもむ しろ母 としての役割

である。 この作品の特徴 は子供への言及が多いことで、 とりわけク

レオパ トラの息子 シザーリオを殺 したオ クテーヴィアスは劇 中で厳

しく批判され る。 シザーリオ は台詞の上で しか登場 しないが、臣下

のロ ドンによるとクレオパ トラは「この貴重な宝石、私が持つ 最高
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の もの、私が一番大事 に している我が魂 の宝」たる息子をオクテー

ヴィアスか ら守 るためイ ン ドへ逃が そうとした(IIII.870-81)。 子

の身 を慮 るクレオパ トラの態度は母 としての愛 と女王 としての政治

的配慮 に満ちた ものだが、努力 も空 しくシザー リオはオ クテー ヴィ

アスに殺 される。『リチャー ド3世 』で幼い王子暗殺を打診 されたバ ッ

キンガムの逡巡や(IV.ii.12-26)、 『ジョン王』における追い込 まれ

た アーサーの死などに見 られ るように(IV.iii.)、 子供 の殺害はエ リ

ザベス朝の演劇 において残虐行為の代表 と見 なされ るものであった。

『クレオパ トラ』でも、「神は無垢の子の恨みを晴らして くれる」(IIII.

1062)と 、聖書におけるヘロデの嬰児殺 しがシザー リオの死に重ね

られ、オクテーヴィアスは「血 まみれの手で他の氏族の継承を断ち切っ

た」(IIII.1029-30)と 非 難される。『クレオパ トラ』において、ダニ

エルは子供を逃がそうとした クレオパ トラの親心 を強調 し、 それを

阻んだオ クテーヴィアスに批判の 目を向 けることによ り、 クレオパ

トラが悪 しき母 として価値切 り下げにあ うことを避 けようとしてい

ると考 えられ る。『アン トニウス』とは異な り、ダニエルのクレオパ

トラは忠実な妻であると同時に愛情深い母で もある。

先行作品 にはこのように母 としての クレオパ トラが描かれている

にもかかわ らず、シェイクスピアは母子の関係をほとん ど描かなかっ

た。『アン トニーとクレオパ トラ』の クレオパ トラは多産で、ジュリ

アス ・シーザー との間にはシーザ リオンが、アン トニー との間に も

数人の子供がいるが(III.vi.5-8)、 舞 台には登場 しない。 クレオパ

トラが子供 に言及するのはエジプ トの統治に関連 した話題 において

のみである。クレオパ トラはアン トニーへの愛を誓 う際、 もし自分

が アントニーを愛さな くなるようなことが あれば 自分 も「わが腹の

記念」"the memory of my womb"た る子供 もエジ プトとともに滅び

るがよい と誓い(III.xiii.159-67)、 ア ン トニーに頼 んでシーザ リオ

ンを王位 につけるが(III.vi.12-15)、 『アン トニウス』や『クレオパ ト

ラ』にあるような母子の関係 に焦点をあてた台詞はない。

シェイクスピアにおいて母 としてのクレオパ トラが描かれていな

いのは、政治 と恋愛 とい うこの劇の二つの軸 に観客 の注意 を引 きっ

けるためだ と考 えられ る。『アン トニー とクレオパ トラ』の政治的主

題 はエジプ トとローマの関係で あり、子供 たちはエジプ トの継承 と

いう政治劇の枠組みの中でのみ言及 される。一方で家庭 における子

供 の存在 を前面に出さない描 き方 は、前述 したようなクレオパ トラ

の気 まぐれ さともあいまって、 この作品のもう一つの主題であるア

ントニー とクレオパ トラの関係 を家庭 的な夫婦愛ではな く別離 と再

会 を繰 り返す恋人 同士の激 しく不安定な愛 として提示す る。家庭 的

な側面を切 り捨てることによって男女 の激 しい愛を強調するとい う

表現は、マクベス夫人が夫のためな ら自らの乳が胆汁に変わっても
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よいと祈 り(I.v.47-48)、 母 であ るこ とをやめてで も夫への愛 を貫

こうとす る『マクベス』とも共通する手法である。クレオパ トラは恋

人の死後に母 としての側面 をようや く見せ る。 アン トニーの自殺の

後、クレオパ トラは息子への王位継承 をオクテーヴィアスに嘆願 す

る(V.ii.18-9)。 自殺の直前、 クレオパ トラは 「私の胸 の赤ちゃんが

見えないの?」(V.ii.309)と 、蛇 を赤ん坊に見立て、胸 を噛ませ る様

子を授乳 に喩える。 『アン トニー とクレオパ トラ』においては、最後

の場面で初 めて母親 としてのクレオパ トラの身体が可視化 され、激

しい愛 の結末 としての死 と生殖が結びつけられるような表現で舞台

が しめ くくられ るようになっている。

2-3.政 治 家 としてのクレオパ トラ

アン トニー とクレオパ トラの物語はエジプ トとローマの関係をめ

ぐる物語で あるが、中世 と同様、イギ リス ・ルネサ ンスのクレオパ

トラ劇は政治家 としてのクレオパ トラを描 くにあたって消極的である。

『アン トニウス』はその顕著な例であ り、クレオパ トラはオクテーヴィ

アスのロー マ凱旋が 自らに及 ぼす影響に関 してユーフロン との会話

でわずかにほのめかす以外(V.1852-3)、 エ ジ プ トの政情 にはほと

んど言及 しない。彼女が 自殺す るのは純粋に愛のためである。シェ

イクスピアのクレオパ トラがローマ凱旋を飾 る「エジプ トの操 り人形」

(AC,V.ii.208)に されることを拒み、アン トニーへの愛のためだけ

ではな く政治的な恥辱 を避 けるために自殺することを考えると、ガ

ルニエ=シ ドニーのクレオパ トラははるかに政治性が薄 く、愛情深

い妻 とい う面が強調されている。

ダニエルの『ク レオパ トラ』は『アン トニ ウス』よりも政治色が濃

い。前述 したように妻 としての愛 と母 としての愛が齟齬 をきたさな

いように描かれている一方で、ダニエルのクレオパ トラは女王 とし

ての役割 と母 ・妻 としての役割を調和させ ることができない。 クレ

オパ トラは「私 は母 を忘れて女王にならねばならない。た とえ私が

私ではなかった としても、私は母であ るのに」(Ｉ.96-7)と 、 女王 と

しての立場を優先すべ きだ と自らを説得する。彼女は常に「女王」と

しての自覚を口に し(III.ii.667;V.i.1199)、 「女王 らしく死ぬ」(IIII.

1199;V.ii.1662)と 決 意 している。 それにもかかわ らず一時の情熱

に溺れて女王 としての役割を見失い、祖国を窮地 に陥れたクレオパ

トラは、エジプ ト人か らなるコー ラスに劇中で批判され る。

そ して今やクレオパ トラは

自ら選び、 どうなるか気に もかけなかった

危険な道をよ く知っている。

その道のせいでクレオパ トラは堕落 したのだ。
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29Oxford English Dictionary,

2nd ed.,"common"の6-bに よる

と、 女 性 に 対 して は"harlot"や

"prostitute"と ほ ぼ 同 義 に 用 い ら

れ た 。

30こ の台詞 に見 られるエ リザベ

ス1世 の演説の影響 については、J.

E.Neale,vol.1,366も 参 照。

そしてまた彼女の乱れた欲望のせいで

我 らは自らの血 とい うつけを払わされ るのだ。

(Cleopatra,I.221-6)

ダニ エルの クレオパ トラは、恋を政治的責任に優先 させてエジプ

ト臣民を苦 しめた ことを責められ る。 この作品では忠実 な妻であ り

愛情深い母であることと、政治家 として有能であることは両立 しな

い。ダニエルのクレオパ トラは無責任ゆえに失敗 した政治家であ り、

この点においてダニエルの『クレオパ トラ』は『アン トニウス』とは異

なる形で ヒロインに批判の目を向けていると言 って よいであろう。

クレオパ トラの政治性が否定的に描かれるのは『メア リアム』で も

同様 であ る。『メア リアム』ではクレオパ トラは台詞で しか登場 しな

いが、メア リアムの母アレクサ ン ドラは、アン トニーの妻 になって

いればメアリアムはクレオパ トラを押 しのけて栄光あ るローマの后

妃 となれただ ろうと語 る(I.ii.143-98)。 そ れに対 して、政治的野

心のないメアリアムは自分はクレオパ トラの ように生 きるより「純

粋 な体」"purest body"(I.ii.201)を 守 りたい と答え る。 この"purest

body"は 後 の場面 でコー ラスが批判 す る"common body"(III.iii.

143)と 対 置され る言葉である。"common"は こ こで は「淫 ら」とい う

意味だが29、"public"と い う意味 もある。 こうした二重の意味を考

えると"common body"は 「公的な肉体」とい う政治的な意味をも含

んでお り、女性が公的であることは淫 らであ ることと同義である。

メア リアムは 「ユダヤの王妃 とい う君主であ るよ りはむ しろ乳搾 り

女で あったほ うが どんなにいいか」"had I rather much a milkmaid

be,/Than be the monarch of Judea's queen"(I.i.57-8)と 語 るが30、

王 妃 という公的地位にあるはずのメア リアムは、私的領域に身を置

くことで"common"で あ ることを避け、貞淑であろ うとする。一方、

メア リアム と対置 され るクレオパ トラは生前 「公的」であ ることを好

み、"purest body"を 持 たない女 として必然的 にふ しだ らさ と結 びつ

けられ る。『メアリアム』において、女性が政治の表舞台に出 るこ と

は不適切 な行為 として描かれる。

シェイクスピアはこうした先行作品 よ りもクレオパ トラには る

かに強 い政 治性 を賦与 した。『アン トニー とク レオパ トラ』で も

"
common"は しば しば用 い られ、 と りわ けオ クテー ヴィアスは こ

の単語 を否定的に用 い る。彼 は民衆 の移 り気 を呪 う際 に"general

public"「大 衆」という意味で"common body"(I.iv.44)と い う言葉 を

用 い、ア ン トニー とクレオパ トラが 自分た ちの権力 を大衆 に示す

儀礼を行 った こ とに対 して は「見世物をや るような公共 の場 で」"I'

th' common show-place"(III.vi.12)と 嫌 悪感を示す。 この表現か ら

わか るように、 クレオパ トラは積極的に"common show-place"に 現

イギ リス ・ルネサンスにおける 「クレオパ トラ文学」(北 村紗 衣)



れ る女性であ り、前述 したよ うにわざと人前で気まぐれに振 る舞 っ

て女王 としての権力を見せつ ける。アン トニーの死に際 して、クレ

オパ トラは「乳搾 りや雑用 をする娘 と同じ無惨な情念に駆 り立て られ、

私はもう女王ではないただの女になってしまった」"No more but [e'en]

a woman,and commanded/By such poor passion as the maid that

milks/And does the meanest chares"(IV.xv.72-5)と 、上述 した『メ

ア リアム』の台詞に類似 した表現を用 いる31。 この台詞は女王 とい

う公的立場への執着 を示す ものであ り、クレオパ トラは乳搾 り女 と

いう私的存在であることを肯定的に捉えるメアリアム とは逆の姿勢

を示 している。シェイクスピアはメアリアムの台詞を全 く異なる意

味でクレオパ トラに言わせることによってそれぞれのヒロイ ンの政

治的性格 を対比させ、『アン トニー とクレオパ トラ』と『メア リアム』

が古代の政治史において時間的 ・地理的な連続性を有 した物語群で

あ り、前者は後者の一種 の前 日譚であることを示唆 しているように

思われる32。

シェイクス ピアのクレオパ トラは単 に権力を有するのみならず、

自らの女 としての魅力でエジプ トを守ろうとす る政治家 として描か

れてお り、 これ はクレオパ トラを妻 ・母 としての役割 と女王 として

の役割 を調和 させ られず に失敗 した政治家 として描 いた ダニエル

とは大 き く異な る。劇中のローマ人 に とって クレオパ トラは非難

すべ き「淫 らな」(II.i.21)女 にすぎず、後世の批評 も官能性 に目を

とられて女王 としての側面を無視す る傾 向があったが(Harrier 63;

Murry 376;and Mills 61)、 近 年 こうした解釈は見直 しを迫 られ る

ようになっている33。 常に自らを 「女王」"queen"(I.i.29;Ｉ.iii.24-5)

として意識するクレオパ トラはローマ との交渉に積極的であ り、ア

ン トニーにはローマの使者に会 うよう勧め(Ｉ.i.48)、 戦 いには自ら

出陣し(III.vii)、 使 者を通 じてオクテーヴィアス と交渉を試み(III.

xiii.)、敗戦後 もエジプ トの存続のため尽力する(V.ii.18-9)。 こ う

した交渉は結局 は成功 しないが、 クレオパ トラは女王 として政務 を

司る能力がある人物 として描かれて いる。 クレオパ トラは恋 に溺れ

て政務 を忘れ るどころか、形式的には未婚女性であるとい う自らの

セ クシュアリティを政治 において最大限に活用する。女王たる彼女

の恋 は政治行為 として描かれ、ジュリアス・シーザー、大ポンペイ、

アン トニー といったローマの将たち との恋 は一面ではエジプトを守

るためのもので もある。 クレオパ トラは政治のために最大限に自ら

の魅力を活用 し、外交の場では しば しば報償 として口づ けをちらつ

かせ(II.v.29;III.xiii.75)、 そ の魅力 と雄弁で ドラベッラを圧倒 し

て情報 を引き出す(V.ii.198-206)。 『アン トニー とクレオパ トラ』に

おいて、クレオパ トラの政治家 としての立場 は恋す る女 としての立

場 と齟齬 をきたすのではな く、調和す るもの として描かれる。

31こ の 類 似 はWeller and

Fergusonも 指摘 してい る(154)。

32「 メア リアム」も「ア ントニ ー

とクレオパ トラ」同 様 『ユ ダヤ 古

代誌 」を種 本 として いる。 この点

につ いて はStraznicky107及 び

Newdigate87-90参 照。

33例 えばLevinは クレオパ トラ

の政治家としての役割を過小評価

しているとしてNyquistを 批判し、

Alfarは劇中でクレオパトラが果た

している女王 としての役割に着目

している(140)。
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34こ の 点 に つ い て は

Tennenhouse146、 佐藤 「クレオ

パ トラと過 去の幻 影j及 び 「『アン

トニー とクレオパ トラ」と「エ リザベ

スー世 への追悼 歌」に詳 しい。

シェイクスピアがクレオパ トラに強 い政治性 を賦与 した ことは、

執筆当時の政情に起因すると考えられ る。ダニエルが『クレオパ トラ』

を執筆 した時代 はエ リザベス1世 の晩年で あ り、佐藤は老いた女王

の政権への不安が この作品に影響 していると指摘 している(「サ ミュ

エル ・ダニエルのクレオパ トラ」)。クレオパ トラが失敗 した政治家

として描かれているのはこうした状況の反映であ ると考 えられる。

一方A・ バー トンによると、1603年 以 降、イングラン ド国民はジェ

イムズ1世 の治世に急速に幻滅 し、エ リザベス1世 の華やかな治世

に対す る郷愁 を抱 くようになっていた。 この時期に書かれた『アン

トニー とクレオパ トラ』はエ リザベス1世 の追悼 と顕彰 を意識 して

いると言われてお り34、生前の女王の姿がクレオパ トラに重ね合わ

されているとしば しば指摘 されている(Morris;Rinehart;and Muir,

"Eli
zabeth I,Jodelle,and Cleopatra")。 エ リザベス1世 も政治の場で

未婚女性 としての立場を活用 していた女王であり、廷臣たちをあた

か も自らに思いを寄せ る恋愛詩の騎士たちのように扱 うことで女王

としての力を示そ うとする傾 向があった(Greenblatt164-9)。 シ ェ

イクスピアにおいてクレオパ トラが強力な政治家 として描かれてい

るのは、エ リザベス1世 を懐か しむ当時の風潮を反映 してい ると考

えられ る。

結論

本論文で扱 った様々 なクレオパ トラ像 は、稀代の悪女か ら愛 に

殉 じる哀れな女性 まで一定 しない。多 くに共通 する特徴は、政治家

としての クレオパ トラは否定的に、夫を愛する妻 としてのクレオパ

トラはどちらかとい うと肯定的 に描かれ る傾 向が あることであ る。

古代の クレオパ トラはローマに対す る政治的脅威であったが、中世

か らルネサ ンスにかけては政治色の薄い恋物語の ヒロインとな り、

チ ョーサーのようにひたす ら恋す る女であるか、ボッカチオに代表

され るように淫 らで無能な君主 として批判 され るかであった。ダニ

エルのように女王 としての責任 を描 いた作家 において も、愛の強さ

や美が称賛される一方で政治的能力 は切 り下げ られ る。

こうした中で登場 した『アン トニー とクレオパ トラ』は、政治劇で

もあ り恋愛劇でもあるとい う点において古典古代の伝統 と中世以来

の伝統を融合させてい る。 この作品は両者の伝統を受 け継 ぎつつ変

化を加え、恋人でありかつ責任感あ る政治家で もあるクレオパ トラ

を ヒロイ ンに据えている。『アン トニー とクレオパ トラ』において、

シェイクスピアは先行作品の様 々な要素 を組 み合わせて クレオパ

トラの気 まぐれさを強調することによ り、愛においては情熱的であ
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り、かつ政治においては強力 な権力 をふ るう女性 としての新 しいク

レオパ トラ像 を作 り上げた。シェイ クス ピアのクレオパ トラは長年

に亘 る文学的伝統の産物であ る一方、イギ リス ・ルネサンスの 「ク

レオパ トラ文学」に新 しい一石 を投 じた作品で もあったのである。
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